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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

本
会
議
で

本
会
議
で

　
行
っ
た
討
論

　
行
っ
た
討
論

本
会
議
で

　
行
っ
た
討
論

市議第22号

市議第23号

市選第４号

発議第７号

発選第２号

発選第３号

発選第４号

発選第５号

発選第６号

市長

市長

市長

議員

８名

議長

議長

議長

議長

議員

８名

伊東市立幼稚園保育料等徴収

条例

平成27年度伊東市一般会計補

正予算（第３号）

監査委員選任の同意について

前正副議長に感謝状の贈呈に

ついて

議長選挙

副議長選挙

議会運営委員会委員の選任

常任委員会委員の選任

農業委員会委員補欠推薦につ

いて

平成28年４月１日から市立幼稚園を子ど

も・子育て支援制度に適合させることに伴

い、保育料について、これまでの定額制か

ら応能負担制に移行するとともに多子軽減

措置を導入するなどの改正を行う。

移住促進のための動画作成に係る委託料、

アンテナショップ事業の期間延長のための

委託料、本市の魅力を一元的に発信する情

報誌を発行するための補助金など1,000万

円の追加

土屋進氏（議員のうちから選任する委員）

鳥居康子前議長、井戸清司前副議長の在任

中の功績に対する感謝状の贈呈

投票の結果、宮　雅薫議員11票、鈴木克政

議員８票で、宮　雅薫議員が当選しました。

投票の結果、榎本元彦議員10票、横沢勇議

員３票、井戸清司議員１票、無効５票で、

榎本元彦議員が当選しました。

２ページを参照してください。

２、３ページを参照してください。

井戸清司氏、浅田良弘氏

賛成多数

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で同意　

全会一致

で可決　

—

—

—

—

全会一致

で推薦　

■
伊
東
市
立
幼
稚
園
保
育
料
等

徴
収
条
例

︽
反
対
︾
杉
本
一
彦
議
員

　
こ
の
条
例
改
正
の
審
議
に
当

り
、
本
市
の
子
育
て
に
係
る
制

度
や
支
援
体
制
等
の
環
境
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
、

将
来
を
見
据
え
た
丁
寧
な
説
明

が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
ま
だ
説

明
不
足
、
議
論
不
足
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
単

な
る
保
育
料
の
増
額
に
し
か
感

じ
ら
れ
ず
、
真
の
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
策
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
、
反
対
す
る
。

︽
賛
成
︾
重
岡
秀
子
議
員

　
こ
の
条
例
に
よ
る
保
育
料
の

所
得
基
準
導
入
は
、
低
所
得
者

や
多
子
家
庭
に
は
有
利
だ
が
、

実
質
値
上
げ
に
な
る
家
庭
が
あ

る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
午
後
の
預
か
り
保

育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
と
い
う

方
向
性
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
画

期
的
で
あ
り
、
保
護
者
の
さ
ま

ざ
ま
な
願
い
に
耳
を
傾
け
、
幼

稚
園
の
改
革
が
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
賛
成
す
る
。

（概要）
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9月定例会を8月27日から9月9日までの14日間の会期で開会しました。

平成27年9月定例会
平成26年度

一般会計・特別会計・企業会計決算を認定

　
平
成
二
六
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
消
費
税
増
税
に
よ

る
影
響
が
不
透
明
な
状
況
に
あ

る
中
で
、
健
全
財
政
の
定
着
を

図
り
つ
つ
、
市
民
幸
福
度
向
上

を
目
指
し
、
市
民
と
行
政
が
協

働
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
未

来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
の
経
営
方
針

と
し
て
﹁
﹃
未
来
協
知
﹄
の
実

践
﹂
を
掲
げ
、
歳
出
に
お
い
て

は
、
四
五
の
事
業
を
縮
小
、
廃

止
す
る
こ
と
で
経
費
節
減
を
図

る
一
方
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
等
の
新
規
事
業
に
も

着
手
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の

結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
、
前
年
度
を
一
・
六
％
下
回

る
二
三
六
億
六
〇
〇
〇
万
円
と

し
、
そ
の
後
、
七
回
に
わ
た
る

補
正
を
行
い
、
最
終
予
算
規
模

を
二
六
九
億
八
四
五
六
万
九
〇

〇
〇
円
と
し
た
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
決

算
額
は
二
六
七
億
三
三
一
四
万

円
で
、
対
前
年
度
伸
び
率
は

一
・
五
％
と
な
り
、
自
主
財
源

で
は
、
大
き
な
比
重
を
占
め
る

市
税
が
予
算
現
額
を
〇
・
九
％

上
回
り
、
対
前
年
度
比
で
も

一
・
四
％
増
加
し
て
い
る
。

　
歳
出
決
算
額
は
二
六
〇
億
一

九
六
一
万
三
〇
〇
〇
円
で
、
対

前
年
度
伸
び
率
は
一
・
八
％
と

な
り
、
経
常
経
費
に
お
い
て
、

人
事
院
勧
告
を
反
映
し
て
期
末

勤
勉
手
当
の
支
給
率
が
増
加
し

た
人
件
費
が
一
・
八
％
、
消
費

税
増
税
に
対
す
る
低
所
得
者
層

支
援
の
た
め
の
臨
時
給
付
金
事

業
等
を
実
施
し
た
扶
助
費
が

八
・
一
％
前
年
度
か
ら
増
加
し

た
も
の
の
、
高
利
率
の
地
方
債

の
償
還
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

公
債
費
が
二
・
八
％
減
少
し
た
。

　
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

普
通
建
設
事
業
費
に
お
い
て
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
等
整
備
に

係
る
補
助
金
や
、
四
カ
年
継
続

事
業
の
最
終
年
度
と
な
っ
た
環

境
美
化
セ
ン
タ
ー
更
新
改
良
整

備
事
業
が
減
額
と
な
っ
た
も
の

の
、
繰
越
事
業
で
あ
る
西
小
学

校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
事
業

や
、
消
防
救
急
広
域
化
に
伴
う

デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
負
担
金
、

さ
ら
に
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
に
係
る
実
施
設
計
業
務
及

び
関
連
施
設
整
備
事
業
等
を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
対
前
年

度
比
で
一
〇
・
〇
％
増
加
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
七
億

一
三
五
二
万
七
〇
〇
〇
円
と
な

り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業
や

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

た
め
の
交
付
金
事
業
な
ど
の
繰

越
明
許
に
よ
り
、
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
一
億
四
九
一

七
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
、
前
年
度
を
一
八
・
九

％
下
回
る
五
億
六
四
三
五
万
七

〇
〇
〇
円
と
な
っ
た
。

　
本
市
の
財
政
は
、
こ
れ
ま
で

一
貫
し
て
継
続
し
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
改
革
へ
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
適
正
と
さ
れ
る
規
模
の

黒
字
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
へ

の
積
み
立
て
な
ど
、
将
来
の
負

担
に
対
す
る
財
源
の
確
保
も
図

ら
れ
て
き
て
お
り
、
健
全
化
判

断
比
率
等
の
財
政
指
標
か
ら
も
、

そ
の
健
全
性
を
維
持
で
き
て
い

る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

決
算
概
要
説
明

決
算
概
要
説
明
︵
要
旨
︶

︵
要
旨
︶

平
成
26
年
度

平
成
26
年
度

決
算
概
要
説
明
︵
要
旨
︶

平成26年度　一般会計・特別会計・企業会計決算

歳　　入

決算額（円）

合　　計

一 般 会 計

収入率
（％）

区　分

会計別

下 水 道 事 業 

競 輪 事 業 

国民健康保険事業

土 地 取 得 

霊 園 事 業 

介 護 保 険 事 業 

介護老人保健施設

後期高齢者医療

26,733,140,256

2,019,299,421

17,961,055,641

11,375,261,650

119,461

83,808,484

7,101,521,270

85,782,353

1,663,688,395

67,023,676,931

99.07

99.16

97.73

99.44

51.94

86.82

98.85

100.10

99.31

98.74

26,019,613,073

2,000,631,431

17,829,912,009

10,775,384,940

31,315

83,701,905

7,008,118,783

85,561,632

1,645,703,268

65,448,658,356

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

—

特

別

会

計

審議

結果

歳　　出

執行率
（％）

決算額（円）

決算額（円） 決算額（円）

96.42

98.25

97.02

94.20

13.62

86.71

97.55

99.84

98.24

96.42

収　　入

収入率
（％）

区　分

会計別

収益勘定

資本勘定

収益勘定

資本勘定

383,281,522

46,457,000

1,739,125,705

314,202,240

100.02

100.00

99.65

100.39

441,878,912

89,744,721

1,708,440,931

1,040,311,848

企

業

会

計

審議

結果

支　　出

執行率
（％）

99.44

100.00

97.05

98.02

病院事業

水道事業

◎

◎

◎全会一致で認定　○賛成多数で認定

市 議 会 だ よ り
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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

（報告、質疑のみ）

賛成多数

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

賛成多数

で可決　

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

平成26年度決算に基づく健全

化判断比率及び資金不足比率

の報告について

伊東市個人情報保護条例の一

部を改正する条例

被用者年金制度の一元化等を

図るための厚生年金保険法等

の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整理に関す

る条例

伊東市手数料徴収条例の一部

を改正する条例

伊東市重度障害者デイサービ

スセンターひだまり条例の一

部を改正する条例

伊東市指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運

営に関する基準を定める条例

等の一部を改正する条例

伊東市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例

伊東市駐車場条例の一部を改

正する条例

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条

第１項及び第22条第１項の規定に基づき、①実質

赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比

率、④将来負担比率の「健全化判断比率」の報告

及び病院事業会計、水道事業会計、下水道事業特

別会計について「資金不足比率」の報告

行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律（いわゆる番号法）の施

行に伴い、個人番号をその内容に含む個人情報で

ある特定個人情報については、利用制限や提供制

限など、より厳格な保護措置を講じるための条例

改正

被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金

保険法等の一部を改正する法律の施行により、共

済年金が厚生年金に統一されることに伴い、伊東

市職員等退職手当支給条例及び伊東市職員の再任

用に関する条例において引用している地方公務員

等共済組合法を厚生年金保険法に改めるための条

例改正

いわゆる番号法の施行に伴い、個人番号通知カー

ド及び個人番号カードの再交付手数料をそれぞれ

500円、800円と定めるための条例改正

指定管理者の更新に伴い、当該施設の管理運営方

法を一部変更し、これまで休館日としていた国民

の祝日を開所するとともに、利用料金制を導入す

るための条例改正

介護保険法施行規則等の一部を改正する省令の施

行に伴い、認知症対応型通所介護では、利用定員

の見直しや夜間及び深夜のサービスを実施する場

合の運営基準の厳格化、小規模多機能型居宅介護

では、看護職員の配置要件や他の訪問看護事業所

等との連携、認知症対応型共同生活介護ではユニ

ット数の見直し、複合型サービスでは、サービス

名称の変更や登録定員等の緩和などを定めるため

の条例改正

地方税法施行令等の一部を改正する政令及び地方

税法の一部を改正する法律の施行に伴い、基礎課

税額、後期高齢者支援金等課税額、介護納付金課

税額に係る賦課限度額をそれぞれ引き上げるとと

もに、金融商品に係る損益通算範囲の拡大、公社

債等に対する課税方式の変更などを行うための条

例改正

伊東市なぎさ観光駐車場の出入庫の自動化に伴い、

供用時間を午前０時から午後12時までに延長し、

１回の利用における24時間ごとの最高限度額を

1,500円とする使用料見直しのための条例改正

■市議会９月定例会で審議した議案等

平成27年9月定例会
27件の議案等を審議、決定

市報第２号

市議第８号

市議第９号

市議第10号

市議第11号

市議第12号

市議第13号

市議第14号

・

市 議 会 だ よ り
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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

平成26年度伊東市水道事業会

計未処分利益剰余金の処分に

ついて

平成27年度伊東市一般会計補

正予算（第２号）

平成27年度伊東市国民健康保

険事業特別会計補正予算（第

１号）

平成27年度伊東市霊園事業特

別会計補正予算（第１号）

平成27年度伊東市介護保険事

業特別会計補正予算（第１

号）

平成27年度伊東市後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）

伊東市学校給食センター建設

工事請負契約の締結について

平成26年度伊東市一般会計歳

入歳出決算、８特別会計歳入

歳出決算、２企業会計決算

公平委員会委員選任の同意に

ついて

水道事業会計未処分利益剰余金の全額を資本金に

組み入れるための地方公営企業法の規定に基づく

議決

市内の経済状況を勘案して、住宅リフォーム振興

事業補助金や、公共施設の小規模修繕を中心とし

た緊急経済雇用対策事業などの計上、避難所に太

陽光発電設備や備蓄用食料などを配備する経費の

追加、個人番号制度に対応するためのシステム改

修経費などの追加、財政調整基金、減債基金への

積み立てなど、５億6,364万7,000円の追加

一般被保険者の療養給付費などの増額、精算によ

る前年度分の国庫支出金返還金の計上など３億

7,899万8,000円の追加

側溝や歩道の修繕料、霊園整備基金への積立金な

ど834万2,000円の追加

地域支援事業に係る国県補助金の清算分を基金に

積み立てるための積立金や、介護給付費等に係る

国県支出金等の返還金の計上など9,662万4,000円

の追加

平成26年度分の後期高齢者医療保険料負担金の追

加など1,798万4,000円の追加

契約金額：11億9,340万円

契約の相手方：斉藤・塩地特定建設工事共同企業

体

※５ページをごらんください。

田中慈康氏（芝町）再任

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

賛成多数

で可決　

※5ページ

をごらんく

ださい。　

全会一致

で選任に

同意　　

市議第15号

市議第16号

市議第17号

市議第18号

市議第19号

市議第20号

市議第21号

市認第５号

市認第15号

市選第３号

本
会
議
で

本
会
議
で

　
行
っ
た
討
論

　
行
っ
た
討
論

本
会
議
で

　
行
っ
た
討
論
（概要）

〜

■
伊
東
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

︽
反
対
︾
森
　
篤
議
員

　
速
や
か
な
事
業
執
行
の
前
提

条
件
と
し
て
、
公
金
は
適
正
に

支
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
一
回
目
の
入
札
が
不
調
に
終

わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
単
価
を
上

げ
る
な
ど
し
て
、
二
回
目
の
予

定
価
格
を
九
〇
〇
〇
万
円
も
上

げ
た
上
で
落
札
さ
せ
て
い
る
。

一
回
目
と
二
回
目
の
入
札
の
間

は
一
カ
月
ほ
ど
で
あ
り
、
単
価

を
上
げ
る
ほ
ど
の
社
会
的
な
要

因
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
適
正
な
積

算
と
い
う
観
点
か
ら
反
対
す
る
。

︽
反
対
︾
重
岡
秀
子
議
員

　
資
材
等
が
高
騰
し
て
い
る
状

況
下
で
、
入
札
予
定
価
格
を
直

前
に
見
直
す
こ
と
も
で
き
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

価
格
で
で
き
る
と
考
え
、
入
札

を
執
行
し
た
な
ら
ば
問
題
で
あ

る
。
事
業
者
は
、
賃
金
カ
ッ
ト

等
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
わ
け
で

あ
り
、
行
政
と
し
て
、
し
っ
か

り
計
算
し
た
予
定
価
格
を
出
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
今
回
の
当
局
の
説
明
で
は
、

こ
の
積
算
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
給
食
セ
ン
タ

ー
建
設
は
重
要
な
事
業
と
認
識

し
て
い
る
が
、
反
対
す
る
。

■
伊
東
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

︽
反
対
︾
重
岡
秀
子
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
に

伴
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
た

め
の
条
例
改
正
と
理
解
す
る
が
、

改
正
法
は
、
日
本
年
金
機
構
の

情
報
流
出
問
題
に
よ
り
、
一
〇

月
の
施
行
目
前
、
九
月
三
日
に

成
立
し
た
た
め
、
庁
舎
内
の
共

通
理
解
も
十
分
で
な
く
、
個
人

情
報
流
出
の
危
険
性
に
対
す
る

十
分
な
検
討
な
ど
、
提
案
に
至

っ
た
過
程
も
不
明
確
で
あ
る
。

　
国
民
の
支
持
や
理
解
が
広
が

ら
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
、

急
ぐ
必
要
が
な
く
、
国
に
延
期

や
中
止
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
、

反
対
す
る
。

■
伊
東
市
駐
車
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

︽
反
対
︾
重
岡
秀
子
議
員

　
な
ぎ
さ
観
光
駐
車
場
を
自
動

化
し
、
二
十
四
時
間
対
応
と
す

市 議 会 だ よ り
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で
あ
る
と
し
て
、
評
価
す
る
。

　
ふ
え
続
け
る
扶
助
費
や
厳
し

い
社
会
情
勢
の
中
、
引
き
続
き

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
市

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
い

と
う
８
Ｋ
の
各
種
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
で
課
題
解
決
に
取
り

組
む
よ
う
切
望
す
る
。

　
協
働
の
理
念
と
行
動
の
も
と
、

未
来
協
知
の
実
践
の
進
化
を
期

待
し
、
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
︾
重
岡
秀
子
議
員

　
低
迷
し
て
い
た
市
税
収
入
は

一
・
四
％
増
加
し
、
減
少
傾
向

に
歯
ど
め
が
か
か
る
と
と
も
に
、

中
学
校
給
食
の
完
全
実
施
に
向

け
た
取
り
組
み
や
教
育
支
援
事

業
の
大
き
な
前
進
、
高
齢
者
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
の
定
期
化
な

ど
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
。

　
一
方
で
、
財
政
調
整
基
金
の

積
み
増
し
よ
り
も
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
や
産
業
振
興
な
ど
へ

の
効
果
的
な
施
策
が
必
要
で
あ

る
。
優
先
順
位
を
定
め
た
投
資

計
画
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
が
、

課
題
山
積
の
中
、
市
民
福
祉
の

向
上
に
全
力
で
取
り
組
む
市
政

運
営
に
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

に
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本

事
業
の
真
の
目
的
を
果
た
そ
う

と
い
う
意
思
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

■
平
成
二
六
年
度
伊
東
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算

︽
賛
成
︾
森
　
篤
議
員

　
本
決
算
を
、
認
定
す
る
。

　
あ
わ
せ
て
次
の
と
お
り
事
業

執
行
の
改
善
を
求
め
る
。

　
地
域
防
犯
灯
は
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
視
点
か
ら
、
行
政
の
責

任
で
設
置
す
べ
き
。

　
自
治
体
経
営
の
戦
略
の
質
は
、

職
員
の
能
力
に
よ
る
た
め
、
実

戦
経
験
を
よ
り
有
効
活
用
す
べ

く
、
戦
略
論
等
を
学
ぶ
研
修
を

検
討
す
べ
き
。
職
員
の
健
康
維

持
の
観
点
か
ら
、
一
層
労
働
環

境
の
改
善
を
工
夫
す
べ
き
。
　

　
緊
急
経
済
雇
用
対
策
事
業
は
、

よ
り
効
果
的
な
支
出
に
つ
な
げ

る
た
め
、
可
能
な
限
り
、
具
体

的
な
経
済
効
果
を
測
定
す
べ
き
。

︽
賛
成
︾
正
風
改
革
ク
ラ
ブ

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財

政
調
整
基
金
及
び
減
債
基
金
を

積
み
立
て
、
競
輪
事
業
の
繰
上

充
用
を
解
消
し
、
各
種
大
型
事

業
に
着
手
し
た
こ
と
は
、
企
業

的
英
知
を
結
集
し
た
行
政
経
営

る
こ
と
で
利
便
性
が
高
ま
る
点

は
理
解
す
る
が
、
一
時
間
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
二
倍
の
額

と
な
る
こ
と
や
一
日
の
最
高
限

度
額
を
八
五
〇
円
か
ら
一
五
〇

〇
円
に
引
き
上
げ
る
点
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
の
負
担
が
ふ
え

る
こ
と
か
ら
賛
成
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
市
民
の
文
化
活
動
の

拠
点
で
あ
る
観
光
会
館
の
利
用

に
影
響
が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
、
文
化
活
動
の
支
援
と
い
う

観
点
か
ら
も
問
題
が
あ
る
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

■
平
成
二
十
六
年
度
伊
東
市
競

輪
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

︽
反
対
︾
杉
本
一
彦
議
員

　
競
輪
事
業
な
ど
の
公
益
事
業

の
本
来
の
目
的
は
、
社
会
福
祉

や
教
育
施
設
整
備
等
の
財
源
確

保
で
あ
る
。
本
決
算
に
お
い
て

は
、
累
積
赤
字
を
解
消
し
、
一

五
年
ぶ
り
と
な
る
一
般
会
計
へ

一
二
〇
〇
万
円
の
繰
出
金
は
あ

る
も
の
の
、
残
り
約
一
億
三
〇

〇
〇
万
円
の
黒
字
分
は
翌
年
度

に
繰
り
越
さ
れ
て
お
り
、
本
事

業
で
背
負
う
リ
ス
ク
に
対
し
、

市
民
が
恩
恵
を
享
受
で
き
る
一

般
会
計
へ
の
繰
出
金
額
が
余
り

・
浜
田
修
一
郎
議
員

・
榎
本
元
彦
議
員

・
佐
山
　
正
議
員
・
井
戸
清
司
議
員

◎
佐
々
木
　
清
議
員

・
西
島
　
彰
議
員

・
宮
　
雅
薫
議
員
・
土
屋
　
進
議
員

︵
佐
々
木
　
清
議
員
︶

一
　
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化

の
推
進
に
係
る
取
り
組
み
と

そ
の
成
果

二
　
新
車
庫
建
設
用
地
造
成
工

事
請
負
費
に
係
る
進
捗
状
況

と
今
後
の
展
望

一
　
前
年
度
と
比
べ
、
ご
み
の

総
搬
入
量
は
約
一
・
六
七
％

減
量
化
さ
れ
た

二
　
平
成
二
六
年
度
ま
で
に
敷

地
造
成
工
事
を
終
え
た

市
長

　
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
ご
み
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
捉
え
、
ご
み
の
減

量
・
再
資
源
化
に
つ
い
て
広

報
・
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も

循
環
型
社
会
形
成
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
以
下

二
点
伺
う

■
正
風
改
革
ク
ラ
ブ

◎＝会派代表者、会派構成議員は議席順。質疑された議員は、太字・網かけ

４会派及び会派に所属していない２議員が質疑／

決算概要説明及び各会計決算に係る議案について
（所属議員の人数に応じて質疑順に掲載）

市 議 会 だ よ り
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■
輝
21

競
輪
事
業
特
別
会
計
及
び
霊

園
事
業
特
別
会
計
に
関
し
、

以
下
二
点
伺
う

に
、
本
年
一
〇
月
か
ら
開
始
を

予
定
し
て
い
る
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
や
使

用
済
み
小
型
家
電
の
拠
点
収
集

な
ど
分
別
収
集
を
進
め
て
お
り
、

ま
た
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
容

器
の
設
置
補
助
や
、
資
源
ご
み

集
団
回
収
奨
励
事
業
へ
の
報
奨

金
を
交
付
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、

伊
東
市
に
お
け
る
ご
み
の
総
搬

入
量
は
、
平
成
二
六
年
度
は
三

万
三
九
八
一
ト
ン
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
度
に
比
べ
、
五
七
七

ト
ン
、
約
一
・
六
七
％
が
減
量

化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
新
車
庫
建
設
用
地
造

成
工
事
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
六
年
度
ま
で

に
敷
地
造
成
工
事
を
終
え
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
収
集
業

務
の
民
間
委
託
化
に
つ
い
て
も

考
慮
す
る
中
、
具
体
的
な
施
設

規
模
等
に
つ
い
て
、
検
討
を
重

ね
た
上
で
実
施
設
計
を
進
め
て

い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄

■
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
状

況
と
積
み
立
て
に
係
る
考
え

方
に
つ
い
て
　
ほ
か
九
項
目

︵
浜
田
修
一
郎
議
員
︶

一
　
競
輪
事
業
特
別
会
計
に
関

し
、
平
成
二
六
年
度
に
累
積

赤
字
を
解
消
、
一
般
会
計
へ

の
繰
出
金
を
計
上
し
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
伺
う

二
　
霊
園
事
業
特
別
会
計
に
関

し
、
平
成
二
六
年
度
建
設
の

芝
生
墓
所
一
四
四
区
画
の
募

集
状
況
に
つ
い
て
及
び
墓
所

管
理
料
の
収
入
未
済
額
の
発

生
原
因
に
つ
い
て
伺
う
　

一
　
特
別
競
輪
等
の
売
り
上
げ

が
好
調
で
あ
っ
た
こ
と
、
協

力
金
収
入
の
確
保
や
開
催
経

費
の
削
減
に
努
め
た
こ
と
に

よ
る

二
　
募
集
状
況
は
一
〇
五
区
画

の
使
用
を
許
可
、
収
入
未
済

額
発
生
の
原
因
は
経
済
的
困

窮
や
継
承
者
が
確
定
し
て
い

な
い
た
め
の
未
納

市
長

　
競
輪
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
、
平
成
二
六
年
度
に
お
い
て
、

特
別
競
輪
で
あ
る
第
三
〇
回
共

同
通
信
社
杯
や
Ｆ
Ⅱ
ナ
イ
タ
ー

開
催
の
売
り
上
げ
が
好
調
で
あ

っ
た
こ
と
や
、
二
六
二
日
間
の

引
き
受
け
場
外
に
よ
る
協
力
金

収
入
の
確
保
や
開
催
経
費
削
減

に
努
め
、
収
益
の
増
加
を
図
っ

た
こ
と
が
、
一
般
会
計
に
繰
り

出
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
要

因
で
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
競
輪
事

業
全
体
の
改
善
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
関
係
機

関
と
も
協
議
を
行
い
、
制
度
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
霊
園
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
、
平
成
二
六
年
度
整
備
の
芝

生
墓
所
の
募
集
は
、
昨
年
一
〇

月
に
八
四
区
画
の
使
用
許
可
、

本
年
三
月
に
残
り
六
〇
区
画
を

再
募
集
、
二
一
区
画
の
使
用
許

可
を
し
て
お
り
、
合
計
一
〇
五

区
画
の
使
用
を
許
可
し
た
。

　
収
入
未
済
額
は
、
二
九
区
画

分
、
原
因
は
経
済
的
困
窮
や
継

承
者
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め

の
未
納
が
主
な
原
因
で
あ
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
関

し
、
下
水
道
の
普
及
状
況
に

つ
い
て
　
　
　
ほ
か
六
項
目

鳥
獣
害
防
止
対
策
に
関
し
、

以
下
四
点
伺
う

■
民
主
党
・
刷
新
の
会

本
市
の
観
光
産
業
の
状
況

に
つ
い
て
伺
う

・
四
宮
和
彦
議
員
◎
鈴
木
克
政
議
員

・
浅
田
良
弘
議
員

一
　
鳥
獣
害
対
策
に
係
る
事
業

の
内
容
及
び
そ
の
成
果
に
つ

い
て

二
　
鳥
獣
被
害
の
現
状
に
つ
い

て
三
　
把
握
す
る
鳥
獣
の
頭
数
及

び
そ
の
傾
向
に
つ
い
て

四
　
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

各
種
補
助
等
を
行
い
被
害
防
止

に
努
め
た
が
、
頭
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
駆
除
と
防
除
の
両

面
か
ら
対
策
を
講
じ
て
い
く

市
長

一
　
捕
獲
報
奨
金
や
狩
猟
免
許

取
得
費
用
の
補
助
、
捕
獲
器

や
防
護
柵
整
備
に
係
る
支
援
、

猟
友
会
へ
の
デ
ジ
タ
ル
簡
易

無
線
機
等
の
貸
与
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
臨
時
職
員
二
人
を

雇
用
し
、
被
害
の
実
態
調
査

及
び
箱
わ
な
に
よ
る
捕
獲
を

実
施
し
、
被
害
防
止
に
努
め

た
。

二
　
イ
ノ
シ
シ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
等

に
よ
る
農
作
物
被
害
が
通
年

で
発
生
、
平
成
二
六
年
度
の

被
害
金
額
は
約
五
五
〇
万
円

三
　
県
の
統
計
で
平
成
二
五
年

現
在
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
伊
豆

地
域
の
推
定
生
息
頭
数
は
約

一
万
八
八
〇
〇
頭
と
前
年
よ

り
八
〇
〇
頭
増
加
、
イ
ノ
シ

シ
は
生
息
分
布
域
の
拡
大
、

捕
獲
頭
数
の
増
加
、
被
害
額

の
推
移
等
か
ら
増
加
傾
向
に

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
　
県
や
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
駆
除
と
防
除
の
両
面

か
ら
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄
　
五
項
目

・
稲
葉
正
仁
議
員
・
稲
葉
富
士
憲
議
員

◎
三
枝
誠
次
議
員

　
観
光
産
業
に
つ
い
て
、
宿
泊

者
数
は
対
前
年
度
で
増
加
し
た

も
の
の
、
来
誘
客
全
体
で
は
前

年
を
下
回
る
な
ど
、
観
光
を
基

幹
産
業
と
す
る
本
市
に
と
っ
て

市 議 会 だ よ り
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議会報編集委員会

常任観光建設委員会協議会

常任福祉文教委員会協議会

議会運営委員会

議員行政研究会（執行機関）

　〃（市内各施設の視察・議事機関）

全員打合会

7月9日

8月7日

8月17日

8月21日

10月1日

10月2日

10月7日

■
公
明
党

﹁
や
さ
し
さ
と
笑
顔
に
あ

ふ
れ
る
健
康
な
ま
ち
﹂
に

係
る
事
業
か
ら
障
害
者
福

祉
・
高
齢
者
福
祉
・
児
童

福
祉
の
展
望
を
伺
う

平
成
二
六
年
度
予
算
の
所

信
表
明
に
﹁
ス
ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
推
進
﹂
と
あ

る
が
、
そ
の
成
果
、
効
果

を
伺
う

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
棟
の
実
績
と
病
院

経
営
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
伺
う

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
本
市
の

観
光
産
業
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

各
種
の
統
計
な
ど
か
ら
明
る
い

兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
と
分

析
し
て
い
る

市
長

　
対
前
年
で
推
定
来
遊
客
数
が

減
少
し
た
要
因
は
、
算
出
方
法

が
考
え
ら
れ
、
今
後
、
新
東
名

長
泉
沼
津
Ｉ
Ｃ
や
伊
豆
縦
貫
自

動
車
道
の
通
過
台
数
を
参
考
に

す
る
と
と
も
に
、
本
市
へ
の
流

入
車
両
の
計
測
カ
ウ
ン
タ
ー
設

置
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
来
誘
客
数
の
現
況
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
六
年
を
除

き
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　
一
方
、
外
国
人
観
光
客
が
大

き
く
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、

国
内
旅
行
者
の
宿
泊
単
価
や
、

伊
東
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の
来
場
者

一
人
当
た
り
の
消
費
額
も
上
向

い
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
観
光
産
業
に
は

明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
て
い

る
も
の
と
分
析
し
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄
　
八
項
目

・
鳥
居
康
子
議
員
・
長
沢
　
正
議
員

◎
楠
田
一
男
議
員

　
本
市
で
は
第
三
次
伊
東
市
障

害
者
計
画
、
第
七
次
高
齢
者
福

祉
計
画
、
伊
東
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
、

展
開
し
て
い
る
が
、
平
成
三
七

年
に
は
対
平
成
二
二
年
比
で
総

人
口
が
減
少
、
老
年
人
口
が
増

加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
近
年
、
子
育
て
を
め
ぐ

る
環
境
が
複
雑
化
し
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
将
来
の
展
望
を
伺
う
。

地
域
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
い

く市
長

　
障
害
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
中
で
自
立
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、

身
近
で
相
談
で
き
る
場
所
の
確

保
・
充
実
と
、
毎
年
の
よ
う
に

変
わ
る
制
度
の
周
知
及
び
確
実

で
迅
速
な
対
応
、
関
係
施
設
へ

の
情
報
提
供
を
進
め
て
い
く
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
要
介
護
状
態
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
生
活
を
可
能
な
限
り
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
﹁
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
﹂
の
構

築
を
進
め
て
い
く
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
子

供
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
子

育
て
支
援
や
保
育
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
、
一

層
子
供
を
産
み
、
育
て
や
す
い

環
境
整
備
に
努
め
、
少
子
化
対

策
を
進
め
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄
　
五
項
目

森
　
　
篤
議
員

︵
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
︶

市
長

　
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

へ
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、
全
日
本
ま

く
ら
投
げ
大
会
の
開
催
等
、
観

光
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
を
融
合
し

た
施
策
を
進
め
、
台
湾
か
ら
約

六
〇
〇
人
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
着
実

に
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄
　
二
項
目

重
岡
秀
子
議
員

︵
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
︶

市
長

　
平
成
二
六
年
度
は
通
年
稼
働

し
た
こ
と
に
よ
り
、
病
棟
の
延

べ
入
院
患
者
数
は
前
年
よ
り
六

九
〇
七
人
ふ
え
て
い
る
。

　
入
院
患
者
数
の
増
加
は
、
入

院
収
益
の
増
収
に
つ
な
が
り
、

病
院
の
決
算
か
ら
み
て
も
、
安

定
的
な
経
営
が
な
さ
れ
て
い
る

と
判
断
し
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄
　
四
項
目

※平成27年６月定例会閉会後

　　　　　　平成27年10月臨時会開会まで

閉会中の
　　　議会活動

平成27年

市 議 会 だ よ り
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救急車の適正利用を！
小学校1、2年生を対象とした

書道教育推進事業

デマンドタクシー出発式

問

　重度障害者デイサービスセン

ターひだまりの休日の開所をふ

やすよう検討してはいかがか。

答

　条例改正により祝日を開所す

ることとなるが、本市の産業形

態を勘案し、年末年始等の開所

についても指定管理者と協議し

ていく。

問

　書道教育推進事業の教育効果

及び検証について伺う。

答

　小学校1、2年生対象の事業

であるが、落ちついた雰囲気の

中、講師の指示に従い一文字一

文字丁寧に書くことで、話を聞

く、姿勢を正す、心を落ちつけ

て授業に取り組む等、ほかの授

業では見られない様子があり、

それが教育効果であると感じて

いる。

問

　デマンド型乗り合いタクシー

について、利用対象者及び予約

方法を伺う。

答

　観光客を含め、誰でも利用可

能。時間帯は、10時台、11時

台、13時台の１日３往復６便

を予定。最寄りのバス停の時刻

表に通過時刻を明記する。予約

方法は、予約する便の利用日の

２日前から発車時刻１時間前ま

でに、委託先であるタクシー会

社へ申し込んでいただき、バス

停から乗車しての利用となる。

　地域と協議を重ね決定したこ

とであり、周知に努め、１年間

実証し、柔軟に対応したい。

　　　　　　　　

問

　なぎさ観光駐車場の24時間

無人・自動化に伴う防犯・安全

対策について伺う。

答

　防犯カメラを設置するととも

に、24時間対応の警備会社と

連携して対応する。

問

　国民健康保険事業特別会計に

おける一般会計からの法定外繰

り入れに係る考え方を伺う。

答

　急な保険給付の増加に備え、

保有している国民健康保険給付

等支払準備基金により、歳入の

不足を補うのか、低所得の被保

険者が多いという構造上の問題

を踏まえ、法定外の一般会計繰

入金により対応するのかは、そ

の時々の財政状況による。

問

　本市における救急出動の特徴

を伺う。

答

　人口比率としては、13万都

市に匹敵する救急出動件数であ

るが、70％程度は市民の利用

であり、さらにその70％ぐら

いが高齢者の方の利用であるこ

とから、引き続き、救急車の適

正利用について、市民への啓発

を図っていきたい。

総務委員会 観光建設委員会 福祉文教委員会

◆詳細は、11月中旬発行予定の9月定例会会議録の委員会審査報告をごらんください。

〜常任委員会審査の中から〜
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市 議 会 だ よ り
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「いとう市議会だより」は再生紙を使用していますE-mail：gikai@city.ito.shizuoka.jp

　　
九
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
市

議
会
議
員
選
挙
に
伴
い
、
今
号

は
九
月
定
例
会
、
一
〇
月
一
三

日
開
会
の
臨
時
会
の
合
併
号
と

し
て
、
一
カ
月
お
く
れ
で
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
一
八
期
二
〇
人
で
の
議
会

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
た
に

構
成
さ
れ
た
議
会
報
編
集
委
員

会
で
の
最
初
の
編
集
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
さ
ら
に
わ
か

り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う

心
掛
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
︵
委
員
長
︶

議
会
報
編
集
委
員
会

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

伊
東
市
大
原
二
丁
目
一
番
一
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
︵
三
二
︶
一
九
八
一

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
三
八
︶
六
九
一
六

新
議
員
　
行
政
研
究
会

新
議
員
　
行
政
研
究
会

　
今
後
議
員
活
動
を
行
う
上
に

お
い
て
必
要
と
な
る
基
礎
的
事

項
に
関
し
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
初
当
選
し
た
議
員

を
対
象
に
、
議
員
行
政
研
究
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

︵
一
〇
月
一
日
︶

■
執
行
機
関
の
概
要
説
明

︵
一
〇
月
二
日
︶

■
市
内
各
施
設
の
視
察

　
玖
須
美
保
育
園
〜
競
輪
場
〜

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
〜
門
野
中

学
校
︵
学
校
給
食
︶
〜
消
防
庁

舎
〜
伊
東
市
児
童
・
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ば
た
き

■
議
事
機
関
の
概
要
説
明

門野中学校

消防庁舎

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃

四
　
宮
　
和
　
彦

中
　
島
　
弘
　
道

青
　
木
　
敬
　
博

篠
　
原
　
峰
　
子

佐
　
藤
　
龍
　
彦

12月２日（水）開会
※日程等は、11月下旬の議会運営委員会

　において正式に決定します。

富戸小学校（9月17日）と

八幡野小学校（10月14日）の

３年生が議場見学に訪れました。

説明の際、自由に着席してもらったところ、

一番人気があったのは議長席でした。

市 議 会 だ よ り
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